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R3内に置かれた立方体 I3内の任意のブレイドに対し, その上端と下端を I3の外部でそ
のまま縦に平行に結ぶことによって絡み目が得られます. この絡み目を閉ブレイドといい
ます. 一般的に向きはブレイド部分において上から下へ向かう向きをつけます. 同値なブ
レイドから得られる閉ブレイドは絡み目として同値です. 絡み目を閉ブレイドで表示する
ことを絡み目のブレイド表示といいます. また任意の絡み目がブレイド表示に変形できる
事が 1923年に J. W. Alexanderによって示されています. 1つの絡み目に対し, そのブレイ
ド表示は無数にあります.

絡み目をブレイド表示するために最小限必要なブレイドのひもの数をブレイド指数とい
います. ブレイド指数は絡み目の不変量であることが知られています.

絡み目のダイアグラムの交点を全て平滑化することによっていくつかの向きの付いた円
周が得られ, この円周をザイフェルト円周といいます. ブレイド表示されている絡み目のダ
イアグラムのザイフェルト円周は全て同方向の同心円となっています.

1987年に S. Yamadaが任意の絡み目のダイアグラムが同心化変形とよばれるダイアグ
ラムの変形によってブレイド表示にできるということを示しました. またこの証明は絡み
目のダイアグラムの最低限必要なザイフェルト円周の数がブレイド指数に等しいことを同
時に示しています.

一般的に絡み目はその任意の成分の向きを逆にする事で得られる絡み目と同値ではあり
ません. このときそれらの絡み目のブレイド指数の差はいくらか, という問題があります.

私は特に, 1997年に S. LambropoulouとC. P. Rourkeによって示された, 固定された閉ブ
レイドをもつ絡み目をブレイド化できることをダイアグラムを用いて別証明を与え, その
証明方法からブレイド指数の差の評価を得ました.

今後その評価をよりよいものにしていくつもりです.
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